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担任による日本語指導の確立
──より上質かつ効果的な指導を目指して──

台中日本人学校校長　栗田 友季子

　本校におけるＡＧ５の取り組みは３年目を迎えました。昨年
までの研究に加え、本年度は「担任による日本語授業」と「研究

の横展開（台湾の３つの日本人学校及びマニラ・大連・青島の日本人学校への展開）」に重点を置き、研究を進めてい
ます。担任の指導による日本語授業に加え、普段の授業の中でどのような支援ができるかという「在籍学級における
日本語指導プログラムの開発」を目指して研究を行っています。

Ａ
Ｇ
５
と
台
中
日
本
人
学
校

　
「
保
護
者
が
共
に
、
ま
た
は
ど
ち
ら
か

が
日
本
国
籍
で
は
な
い
児
童
・
生
徒
の
割

合
が
約
五
〇
％
」
と
い
う
の
が
、
本
校
の

特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

Ａ
Ｇ
５
が
掲
げ
て
い
る
ね
ら
い
に
は
、次

の
三
点
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
あ
り
ま
す
。

・
海
外
に
在
住
す
る
子
ど
も
た
ち
に
高
度

な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
の
基
礎
力

を
育
成
す
る
。

・
国
際
結
婚
家
庭
や
永
住
者
の
子
ど
も
の

増
加
に
伴
う
日
本
語
力
向
上
の
た
め
の

教
育
を
提
供
す
る
日
本
語
指
導
。

・
日
本
語
教
育
や
日
本
文
化
の
発
信
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

　

こ
れ
ら
の
ね
ら
い
と
本
校
の
特
徴
を
鑑

み
る
と
、
Ａ
Ｇ
５
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ

「
日
本
人
学
校
に
お
け
る
日
本
語
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
に
関
し
て
、
本
校
が

研
究
提
携
校
と
な
っ
た
の
は
当
然
で
も
あ

り
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
と
い
う
点

に
お
い
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た

わ
け
で
す
。

一
年
目
（
二
〇
一
七
年
度
）
の
取
り

組
み

　

一
七
年
度
は
、
ま
ず
台
湾
の
日
本
人
学

校
三
校
（
台
北
・
台
中
・
高
雄
）
が
共
通

理
解
を
図
り
、
理
論
研
究
と
実
態
把
握
か

ら
始
め
て
、
各
々
の
方
向
性
を
決
定
す
る

と
こ
ろ
ま
で
進
め
ま
し
た
。
六
月
・
八
月
・

十
二
月
に
は
日
本
か
ら
運
営
指
導
委
員
の

メ
ン
バ
ー
に
来
校
頂
き
、
次
の
三
点
が
始

ま
り
ま
し
た
。

・
子
ど
も
の
日
本
語
能
力
の
実
態
把
握

・
教
員
向
け
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
研
修
の
実
施

・
日
本
語
補
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討

　

ま
た
十
二
月
末
に
は
、
台
北
校
に
お
い

て
日
本
語
授
業
の
参
観
と
日
本
語
指
導
研

修
会
を
実
施
。
さ
ら
に
翌
年
二
月
の
日
本

国
内
研
修
で
は
、
浜
松
市
内
の
小
・
中
学

校
で
日
本
語
の
授
業
を
参
観
、
及
び
海
外

子
女
教
育
振
興
財
団
で
意
見
交
換
し
、
理

論
研
究
や
方
向
性
に
つ
い
て
の
共
通
理
解

を
図
り
ま
し
た
。

二
年
目
（
二
〇
一
八
年
度
）
の
取
り

組
み

　

前
年
度
の
理
論
研
究
を
受
け
て
具
体
的

な
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
次
の
よ
う
な
流

れ
で
研
修
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

・
五
月 

日
本
語
授
業
参
観
・
研
修
会

・
六
月 

台
北
校
授
業
参
観

 

日
本
語
支
援
を
取
り
入
れ
た

研
究
授
業
・
実
践
の
累
積

・
八
月 
Ａ
Ｇ
５
校
内
研
修
会

・
九
月 
公
開
授
業
を
受
け
て
の
校
内

研
修
会
（
台
北
・
高
雄
参
加
）

・
十
二
月 

台
北
校
授
業
参
観

・
二
月 

日
本
国
内
研
修
会

　
「
日
本
語
授
業
」
は
、
小
学
部
の
各
学
年

担
任
が
「
日
本
語
授
業
リ
ク
エ
ス
ト
」
を

提
出
し
、
そ
れ
を
も
と
に
日
本
語
指
導
担

当
者
が
授
業
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

授
業
後
、
担
当
者
は
授
業
内
容
を
記
録

し
、
そ
の
記
録
を
土
台
と
し
て
個
人
ご
と

の
「
日
本
語
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
九
月
に
は
、
日
本
語
担
当

者
と
担
任
と
で
児
童
実
態
調
査
（
Ｄ
Ｌ
Ａ

等
を
活
用
）
を
行
い
、
職
員
間
で
結
果
を

共
有
。
そ
の
後
の
授
業
研
究
で
は
、
Ｊ
Ｓ

Ｌ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
日
本
語
支
援
の
五
つ

の
視
点
（
理
解
支
援
・
表
現
支
援
・
記
憶

支
援
・
自
立
支
援
・
情
意
支
援
）
を
意
識

し
た
授
業
を
実
践
し
ま
し
た
。
事
前
の
指

導
案
作
成
の
際
に
は
、
次
の
点
を
確
認
し
、

実
践
し
た
次
第
で
す
。

○
指
導
案
に
日
本
語
支
援
の
手
立
て
を
記

入
す
る
こ
と
。
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○
授
業
後
に
日
本
語
支
援
に
関
す
る
成
果

と
課
題
を
ま
と
め
る
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
日
本
語
支
援
の
視
点
で
指
導

者
が
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
と

し
て
は
、
例
え
ば
次
に
な
り
ま
す
。

・
日
本
語
力
が
十
分
で
な
い
子
に
対
し
て
、

モ
デ
ル
の
提
示
や
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
支

援
員
に
よ
る
説
明
な
ど
個
別
支
援
を
す

る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
ま
た
絵
本

を
貸
出
し
た
り
、
授
業
で
音
読
を
し
た

り
す
る
こ
と
を
継
続
し
て
い
る
。

・
基
本
的
な
文
型
を
指
導
す
る
こ
と
で
、

説
明
に
関
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
共
有

さ
せ
て
い
る
。

・「
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
」
と
い
う
相

手
意
識
・
目
的
意
識
を
も
た
せ
て
い
る
。

・
言
語
習
得
支
援
の
視
点
で
は
、
大
文
字

や
イ
ラ
ス
ト
に
加
え
小
文
字
も
使
用（
視

覚
支
援
）
し
て
い
る
。

・
意
味
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
文
字
の
色
分

け
を
し
て
い
る
。

・
話
し
方
の
手
本
を
示
し
、自
分
の
考
え
を

明
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
算
数
で
は
数
直
線
な
ど
を
用
い
る
こ
と

で
、
問
題
文
の
場
面
を
視
覚
的
に
理
解

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
教
科
の
既
習
内
容
に
関
連
付
け
な
が
ら
、

イ
メ
ー
ジ
と
言
葉
を
つ
な
げ
さ
せ
て
い
る
。

・
目
で
見
て
わ
か
る
資
料
を
多
く
用
意
し
、

資
料
活
用
の
技
能
や
思
考
力
を
高
め
さ

せ
て
い
る
。

・
日
本
語
や
学
習
内
容
の
理
解
を
促
す
た

め
に
、
視
覚
化
・
簡
略
化
し
て
い
る
。

・
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童

が
多
い
た
め
、
言
葉
以
外
の
表
現
方
法

を
示
し
、
多
様
な
方
法
で
の
表
現
を
促

し
て
い
る
。

・ 「
正
方
形
」「
対
角
線
」「
垂
直
」「
面
積
」

「
一
辺
」「
平
方
根
」
な
ど
、
学
習
用
語

を
き
ち
ん
と
用
い
て
説
明
さ
せ
る
よ
う

意
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
教
科
の
特
性
を
超
え
た
視
点

と
し
て
共
有
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
以
後

の
授
業
展
開
の
指
針
と
し
て
具
体
的
な

「
二
つ
の
工
夫
」
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

①
言
葉
を
理
解
さ
せ
る
工
夫

↓
難
し
い
言
葉
、
理
解
が
困
難
と
思
わ
れ

る
言
葉
を
他
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
。

↓
算
数
の
授
業
で
は
、
算
数
の
用
語
を
意

識
し
て
使
う
・
使
わ
せ
る
。
ま
た
、
用

語
を
用
い
て
説
明
さ
せ
る
。

↓
資
料（
国
語
辞
典
・
言
葉
図
鑑
・
資
料
集
）

か
ら
、
言
葉
の
意
味
や
情
報
を
獲
得
さ

せ
る
。

②
視
覚
化
し
て
理
解
を
促
す
工
夫

↓
カ
ー
ド
な
ど
を
提
示
・
掲
示
す
る
。

↓
絵
や
図
に
し
て
掲
示
す
る
。

↓
実
物
投
影
機
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
よ
り
わ
か
り
や
す

く
示
す
。

　

以
降
、
こ
れ
ら
の
工
夫
を
適
切
に
盛
り

込
ん
で
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

三
年
目
（
二
〇
一
九
年
度
）
の
取
り

組
み

　

二
年
間
、
台
湾
の
三
校
で
理
論
研
修
を

積
み
重
ね
、
方
向
性
も
定
ま
っ
た
三
年
目
。

今
年
度
の
Ａ
Ｇ
５
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
軸
に
し
て
、
台
湾
三
校
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
日
本
人
学
校（
マ
ニ
ラ
・
大
連
・
青
島
）

へ
の
「
横
展
開
」
に
移
行
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
は
新
た
に
四
本
柱
を
立

て
て
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
柱
１ 

学
級
担
任
に
よ
る
日
本
語
授
業
〉

↓
昨
年
度
は
一
人
の
日
本
語
担
当
教
員
が

六
学
年
の
日
本
語
授
業
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
児
童
の
日
本
語
力
を
把
握
で

き
る
学
級
担
任
が
日
本
語
授
業
を
行
う

こ
と
で
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
指
導
や

支
援
が
で
き
、
学
級
で
の
授
業
進
度
と

児
童
の
実
態
に
合
わ
せ
て
授
業
を
組
み

立
て
ら
れ
る
。

↓
一
年
間
、
授
業
内
容
を
記
録
し
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
構
成
し
て
い
く
。
そ

し
て
次
年
度
以
降
は
、
日
本
語
の
指
導

法
に
関
し
て
も
研
究
を
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
そ
の
内
容
を
ど
の
日
本
人
学

校
で
も
取
り
組
め
る
よ
う
、
汎
用
性
の

高
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

〈
柱
２ 

Ａ
Ｇ
５
校
内
研
修
会
〉

↓
次
の
研
修
会
を
実
施
。

・
五
月 

台
中
校
で
の
日
本
語
授
業
の

小６　日本語授業
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在
り
方
に
つ
い
て

・
九
月 

講
師
を
招
い
て
の
研
修
会

・
三
月 

授
業
実
践
を
通
し
て
の
成
果

と
課
題

〈
柱
３ 

児
童
の
日
本
語
力
の
実
態
把
握
〉

↓
日
本
語
授
業
を
選
択
し
て
い
る
児
童
の

日
本
語
力
を
調
査
す
る
。

〈
柱
４ 

日
本
語
指
導
の
視
点
を
組
み
込
ん

だ
授
業
実
践
〉

↓
前
期
（
六
月
）
後
期
（
十
月
）
に
日
本
語

支
援
の
手
立
て
を
意
識
し
た
授
業
を
行

う
。

↓
日
本
語
支
援
対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒

一
人
を
絞
り
、
日
本
語
支
援
の
手
立
て

を
組
み
込
み
、指
導
案
に
記
入
す
る（
指

導
案
様
式
の
改
善
）。

　

柱
１
の
「
学
級
担
任
に
よ
る
日
本
語
授

業
」
で
す
が
、
指
導
案
の
裏
面
に
対
象
児

童
の
実
態
や
日
常
の
指
導
内
容
・
指
導
方

法
を
記
載
す
る
こ
と
で
「
見
え
る
化
」
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
授
業
を

参
観
す
る
際
に
「
普
段
ど
の
よ
う
な
手
立

て
を
講
じ
て
い
る
か
」「
授
業
中
の
支
援

が
適
切
か
」
な
ど
を
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
、
事
後
の
話
し
合
い
も
密
度
の
濃
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
右
図
下
段
の
よ
う
に
二
度
目
の

Ｄ
Ｌ
Ａ
の
参
照
枠
を
活
用
し
た
評
価
結
果

も
記
載
し
、
児
童
の
変
容
と
手
立
て
の
有

効
性
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
日
常
の
実
践
を
記
録
・
蓄
積

す
る
こ
と
で
、
次
年
度
以
降
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
土
台
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

こ
の
二
年
間
、
本
校
は
「
日
本
人
学
校

に
お
け
る
日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、「
担
任
に
よ

る
日
本
語
指
導
の
確
立
」「
汎
用
性
の
高

い
教
科
学
習
と
関
連
付
け
た
日
本
語
指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
」
と
、
具
体
の
実
践

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

横
展
開
へ
と
あ
ゆ
み
を
進
め
た
三
年
目

で
す
が
、
日
本
語
力
向
上
の
た
め
の
「
よ

り
上
質
か
つ
効
果
的
な
」
教
育
を
提
供
す

る
た
め
に
、
よ
り
一
層
研
修
を
深
め
て
い

き
た
い
と
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

（
文
章
作
成　

Ａ
Ｇ
５
委
員
会　
佐
藤
敬
示
）

AG 5
指
導
案
・
本
時
の
展
開

小学部低学年の担任による日本語授業の様子

指導案・裏面


